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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月5日(2019.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　業務ルールの仕様を記述したルール仕様に基づき生成されるプログラムのテストに用い
るテストケースを生成するテストケース生成装置であって、
　前記ルール仕様と、テストケースを生成する範囲に関する情報である範囲条件、及びテ
ストケースの生成の方式を指定する情報である生成方式を含む、一つ以上のテストケース
生成条件と、を記憶する情報記憶部と、
　前記ルール仕様を表す論理式であるルール仕様論理式を生成するルール仕様論理式生成
部と、
　前記テストケース生成条件ごとに、テストケースを生成する範囲を表す論理式である範
囲条件論理式を生成する、範囲条件論理式生成部と、
　前記ルール仕様論理式と前記範囲条件論理式とを論理積によって結合した論理式である
テストケース生成用論理式を生成するテストケース生成用論理式生成部と、
　前記テストケース生成用論理式に基づきテストケースを生成するテストケース生成部と
、
　を備える、テストケース生成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のテストケース生成装置であって、
　前記情報記憶部は、前記範囲条件として、前記ルール仕様の変更前と変更後の差分を示
す情報が設定された前記テストケース生成条件を記憶し、
　前記範囲条件論理式生成部は、前記ルール仕様の変更前と変更後の差分に基づき前記範
囲条件論理式を生成する、
　テストケース生成装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のテストケース生成装置であって、
　前記ルール仕様は、前記業務ルールを条件と結果を示す記述形式で記述した情報である
複数のルールを含み、
　前記情報記憶部は、前記範囲条件として、前記ルール仕様における前記ルールの入力項
目の値に関する条件を示す情報が設定された前記テストケース生成条件を記憶し、
　前記範囲条件論理式生成部は、前記ルールの入力項目の値に関する条件を示す情報に基
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づき前記範囲条件論理式を生成する、
　テストケース生成装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のテストケース生成装置であって、
　前記ルール仕様は、前記業務ルールを条件と結果を示す記述形式で記述した情報である
複数のルールを含み、
　前記生成方式は、
　前記ルールの前記条件の組み合わせを網羅するように前記テストケースを生成する方式
である条件網羅、
　前記ルールのセットであるルールセットの間の前記ルールの組み合わせを網羅するよう
に前記テストケースを生成する方式であるパス網羅、
　前記ルールセットに含まれている前記ルールが少なくとも一回以上実行されるように前
記テストケースを生成する方式であるルール網羅、
　ＡｌｌＰａｉｒｓ法を用いて２因子網羅となるように前記テストケースを生成する方式
であるＡｌｌＰａｉｒｓ／２因子、及び、
　ＡｌｌＰａｉｒｓ法を用いて３因子網羅となるように前記テストケースを生成する方式
であるＡｌｌＰａｉｒｓ／３因子、
　のうちの少なくともいずれかである、
　テストケース生成装置。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のテストケース生成装置であって、
　前記情報記憶部は、前記テストケース生成条件の夫々について設定された優先度を示す
情報を記憶し、
　前記テストケース生成部は、複数の前記テストケース生成条件の夫々の前記範囲条件論
理式の間に重複が有るか否かを判定し、重複が有る場合、重複が無くなるように少なくと
もいずれかの前記範囲条件論理式を修正する、
　テストケース生成装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のテストケース生成装置であって、
　前記テストケース生成部は、前記判定に際し、前記判定の対象となる複数の前記範囲条
件論理式の論理積の充足可能性を調べ、充足可能な場合は前記複数の範囲条件論理式の間
に重複が有ると判定し、充足不能な場合は前記複数の範囲条件論理式の間に重複が無いと
判定する、
　テストケース生成装置。
【請求項７】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のテストケース生成装置であって、
　前記テストケース生成部は、前記テストケース生成用論理式の充足可能性を判定し、充
足可能な場合、充足可能となるような前記ルール仕様における入力項目の入力値の組み合
わせを含むデータをテストケースとして生成する、
　テストケース生成装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のテストケース生成装置であって、
　前記テストケース生成部は、前記テストケース生成用論理式の充足可能性を判定し、充
足可能な場合、充足可能となるルール仕様における入力項目の入力値の組み合わせと前記
組み合わせに対して期待される出力項目の出力値とを含むデータをテストケースとして生
成する、
　テストケース生成装置。
【請求項９】
　情報処理装置が、
　業務ルールの仕様を記述したルール仕様に基づき生成されるプログラムのテストに用い
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るテストケースを生成する範囲に関する情報である範囲条件、及びテストケースの生成の
方式を指定する情報である生成方式を含む、一つ以上のテストケース生成条件と、を記憶
するステップ、
　前記ルール仕様を表す論理式であるルール仕様論理式を生成するステップ、
　前記テストケース生成条件ごとに、テストケースを生成する範囲を表す論理式である範
囲条件論理式を生成するステップ、
　前記ルール仕様論理式と前記範囲条件論理式とを論理積によって結合した論理式である
テストケース生成用論理式を生成するステップ、
　前記テストケース生成用論理式に基づきテストケースを生成するステップ、
　を実行する、テストケース生成方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載のテストケース生成方法であって、
　前記情報処理装置が、
　前記範囲条件として前記ルール仕様の変更前と変更後の差分を示す情報が設定された前
記テストケース生成条件を記憶するステップ、
　前記ルール仕様の変更前と変更後の差分に基づき前記範囲条件論理式を生成するステッ
プ、
　をさらに実行する、テストケース生成方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載のテストケース生成方法であって、
　前記ルール仕様は、前記業務ルールを条件と結果を示す記述形式で記述した情報である
複数のルールを含み、
　前記情報処理装置が、
　前記範囲条件として前記ルール仕様における前記ルールの入力項目の値に関する条件を
示す情報が設定された前記テストケース生成条件を記憶するステップ、
　前記ルールの入力項目の値に関する条件を示す情報に基づき前記範囲条件論理式を生成
するステップ、
　をさらに実行する、テストケース生成方法。
【請求項１２】
　請求項９乃至１１のいずれか一項に記載のテストケース生成方法であって、
　前記ルール仕様は、前記業務ルールを条件と結果を示す記述形式で記述した情報である
複数のルールを含み、
　前記生成方式は、
　前記ルールの前記条件の組み合わせを網羅するように前記テストケースを生成する方式
である条件網羅、
　前記ルールのセットであるルールセットの間の前記ルールの組み合わせを網羅するよう
に前記テストケースを生成する方式であるパス網羅、
　前記ルールセットに含まれている前記ルールが少なくとも一回以上実行されるように前
記テストケースを生成する方式であるルール網羅、
　ＡｌｌＰａｉｒｓ法を用いて２因子網羅となるように前記テストケースを生成する方式
であるＡｌｌＰａｉｒｓ／２因子、及び、
　ＡｌｌＰａｉｒｓ法を用いて３因子網羅となるように前記テストケースを生成する方式
であるＡｌｌＰａｉｒｓ／３因子、
　のうちの少なくともいずれかである、
　テストケース生成方法。
【請求項１３】
　請求項９乃至１１のいずれか一項に記載のテストケース生成方法であって、
　前記情報処理装置が、
　前記テストケース生成条件の夫々について設定された優先度を示す情報を記憶するステ
ップ、
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　複数の前記テストケース生成条件の夫々の前記範囲条件論理式の間に重複が有るか否か
を判定し、重複が有る場合、重複が無くなるように少なくともいずれかの前記範囲条件論
理式を修正するステップ、
　をさらに実行する、テストケース生成方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のテストケース生成方法であって、
　前記情報処理装置が、
　前記判定に際し、前記判定の対象となる複数の前記範囲条件論理式の論理積の充足可能
性を調べ、充足可能な場合は前記複数の範囲条件論理式の間に重複が有ると判定し、充足
不能な場合は前記複数の範囲条件論理式の間に重複が無いと判定するステップ、
　をさらに実行する、テストケース生成方法。
【請求項１５】
　請求項９乃至１１のいずれか一項に記載のテストケース生成方法であって、
　前記情報処理装置が、
　前記テストケース生成用論理式の充足可能性を判定し、充足可能な場合、充足可能とな
るような前記ルール仕様における入力項目の入力値の組み合わせを含むデータをテストケ
ースとして生成するステップ、
　をさらに実行する、テストケース生成方法。
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